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平成２３年産大豆の放射性物質調査の実施について

宮城県産大豆は国内第二位の作付面積を誇る品目であり，本県の主要農作物の一つであ

ることから，農林水産省の指導・協力を得て，県全域を対象に下記のとおり調査を実施し

ます。

記

１ 調査対象市町村

大豆を作付けし，出荷・販売の実態がある３１市町村を対象に調査を実施します。

調査点数は，県内で９０点程度の見込み（今後調整あり）です。

なお，調査対象外となる市町村は，塩竈市，七ヶ浜町，女川町，南三陸町の４市町で

す。

２ 出荷自粛の要請

市町村単位に調査結果がすべて判明するまでの間，知事から，当該市町村全域におけ

る平成２３年産大豆の出荷自粛を要請しています(平成23年10月21日付け）。

３ 調査結果の公表

調査結果については，判明次第，逐次，県ホームページに公表します。

４ 出荷自粛の解除

市町村単位の調査結果がすべて判明し，安全性が確認された後に，知事から出荷自粛

を解除し，当該市町村全域の大豆出荷が可能となります。

５ 暫定規制値(500Bq/kg)を超えた場合

当該市町村の平成２３年産大豆は出荷制限となります。

出荷制限となった大豆は，県・市町村の管理の下で集約し，廃棄処分となります。

６ 分析機関

主に財団法人日本食品分析センターに依頼します。(定量下限値20Bq/kg）

７ スケジュール

調査(試料の採取・発送，分析，結果公表)は１０月下旬から始め，１２月上旬には終

了する予定ですが，収穫・乾燥調製の作業状況により調査期間が前後します。


